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〈
足
立
区
校
友
の
集
い
〉

▽
１１
月
２９
日（
土
）１７
時
３０
分

～
立
川
談
修
氏
落
語
、
１９
時

～
懇
親
会
▽
足
立
区
西
新
井

大
師
門
前
「
割
烹
小
柳
家
」

□問
江
川
弘
一
氏
☎
０
９
０

（
３
５
０
０
）
８
４
３
９

〈
３２
会
総
会
・
懇
親
会
〉

▽
１１
月
２９
日（
土
）１２
時
３０
分

開
会
▽
「
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１５
階
ホ
ー
ル
」
□問
田

部
俊
彦
氏
☎
０
４
７
（
４
３

８
）
８
１
５
４

専
修
大
学
緑
鳳
学
会

（
矢
邊
學
会
長
∥
国
士
舘

大
学
名
誉
教
授
）
の
第
１７

回
大
会
が
１０
月
２５
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
∥
写
真
。
会
員
ら
約

４０
人
が
出
席
し
、
７
氏
に

よ
る
研
究
発
表
会
と
総

会
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
た

∥
写
真
。

１０
月
１８
日
、
専
修
大
学
会

計
人
会
（
高
橋
貞
雄
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
、
第
１２
回
全

国
大
学
会
計
人
会
サ
ミ
ッ
ト

が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
∥
写
真
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国

各
大
学
を
卒
業
・
修
了
し
た

税
理
士
・
公
認
会
計
士
が
組

織
し
て
い
る
各
大
学
会
計
人

会
が
年
１
回
情
報
交
換
や
研

修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
会

議
で
今
回
は
、
全
国
か
ら
１９

団
体
１
２
２
人
が
参
加
。
過

去
最
大
と
な
っ
た
。
来
賓
と

し
て
、日
髙
義
博
学
長
、池
田

隼
啓
日
税
連
会
長
、
増
田
宏

一
日
本
公
認
会
計
士
協
会
会

長
が
出
席
し
た
。
本
学
の
吉

田
伸
江
副
会
長
の
司
会
で
開

会
、
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す

る
指
針
」
を
取
り
上
げ
た
。

安
藤
英
義
本
学
教
授
（
企

業
会
計
審
議
会
会
長
）
の
基

調
講
演
に
続
き
参
加
者
に
よ

る
討
論
が
行
わ
れ
、
中
小
企

業
の
経
営
支
援
、
大
学
と
の

交
流
促
進
、
学
生
支
援
を
盛

り
込
ん
だ
サ
ミ
ッ
ト
始
ま
っ

て
以
来
初
と
な
る
「
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
」
を
採
択
し
た
。


校
友
会
事
務
局
☎
０３
（
３
２
６
５
）
７
５
７
９

発
表
者
の
氏
名
は
次
の

通
り
。
▽
朝
倉
健
男
さ
ん

（
平
２０
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
）
▽
末
次
俊

之
さ
ん
（
法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
）
▽
張
光
雲

さ
ん
（
同
）
▽
甘
超
宏
さ

ん
（
商
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
）
▽
笠
原
克
也
・

北
海
道
短
大
商
経
社
会
総

合
学
科
非
常
勤
講
師
▽
原

田
行
男
・
明
星
大
学
経
済

学
部
教
授
▽
山
田
治
男
・

姫
路
獨
協
大
学
法
科
大
学

院
非
常
勤
講
師

〈東海３県合同懇親会〉

１０月２６日、文化講演会終了後（１面参照）、名古屋市の

「アイリス愛知」で校友、大学関係者１１１人が出席し愛知

・三重・岐阜の３県合同懇親会が開かれた＝写真。

西島篤師愛知県支部長（昭４９経済）のあいさつ、日髙義

博理事長・学長から来賓のあいさつがあり、浅野洋岐阜県

支部長（昭４６法）の発声で乾杯。来賓の甘竹秀雄校友会長、

中村幸昭・鳥羽水族館名誉館長（昭２６経学）や吉田栄勝氏

（昭５０経済＝吉田沙保里北京オリンピック女子レスリング

金メダリストの父）のあいさつ、和太鼓のアトラクション

があり、鈴木裕志三重県支部長（昭４６商）の閉会の辞で散

会した。なお、同会を２０１０年に岐阜県、２０１２年に三重県と、

隔年で開催することを決定した。

１０
月
１１
、
１２
の
両
日
、
神
奈
川
県
の
片
瀬
西
浜

海
岸
で
開
催
さ
れ
た
第
３４
回
全
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
選
手
権
で
、
今
年
も
校
友
の
本
多
辰
也
さ

ん
（
平
１２
商
）
と
中
曽
根
麻
世
さ
ん
（
平
１７
経
営
）

が
大
活
躍
。
本
多
さ
ん
は
男
子
ビ
ー
チ
ス
プ
リ
ン

ト
で
３
連
覇
、
同
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
で
初
優
勝

を
遂
げ
た
。
中
曽
根
さ
ん
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ウ
ー
マ

ン
４
連
覇
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
準
優
勝
だ
っ

た
。

無
料
法
律
相
談
会

１２
月
以
降
の
日
程

校
友
会
職
域
支
部
の
一
つ

専
修
大
学
法
曹
会
で
は
、
毎

月
「
無
料
法
律
相
談
会
」（
後

援
∥
校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
１２
月
以
降
の
日
程
は
次

の
通
り
で
す
。
な
お
、
相
談

に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。

▽
１２
月
１７
日
（
水
）

▽
１
月
２１
日
（
水
）

▽
２
月
１８
日
（
水
）

▽
３
月
１８
日
（
水
）

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分
【
場
所
】
今
村
記
念
法

律
事
務
所
（
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
８
号
館
１
階
）

申
・
□問
今
村
記
念
法
律
事
務

所
☎
０３
（
３
２
６
４
）
１
７

２
１

第
２４
回
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

が
１０
月
１０
日
、
東
京
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
選
手
の
渡
部
絵
美
さ
ん
を
含
め

校
友
５４
人
が
参
加
し
た
∥
写
真
。

開
会
式
で
は
伊
藤
良
雄
大
会
実
行
委
員

長
（
校
友
会
副
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
と
蒲

田
重
勝
競
技
委
員
長
（
同
体
育
振
興
部

長
）
の
競
技
説
明
が
あ
り
、
９
時
に
ス
タ

ー
ト
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
古
田

達
男
氏
（
昭
３６
商
経
）
が
個
人
優
勝
と
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
賞
に
。後
藤
力
氏（
昭
４３
商
）

が
シ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
団
体

の
部
で
は
野
球
部
が
２
連
覇
を
果
た
し

た
。
プ
レ
ー
終
了
後
、
岡
嶋
紀
夫
体
育
振

興
部
副
部
長
の
司
会
で
表
彰
式
・
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
鈴
木
俊
幸
北
海
道
連
合
会
長
の
音

頭
で
乾
杯
し
、
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
の
賛
助
金
４

万
８
千
円
は
全
額
、
専
修
大
学
創
立
１
３

０
年
記
念
事
業
資
金
募
金
へ
寄
付
さ
れ

た
。

業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇

っ
た
老
舗
靴
メ
ー
カ
ー
（
福

岡
県
久
留
米
市
）
は
２
０
０

１
年
か
ら
会
社
更
生
法
の
適

用
を
受
け
て
い
る
が
、
「
健

康
・
快
適
・
環
境
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
再
建
へ
の
道
を
着

実
に
歩
ん
で
い
る
。

奥
村
輝
夫
ゼ
ミ
１
期
生
。

旧
社
名
の
日
本
ゴ
ム
に
入
社

し
２８
年
。
営
業
本
部
長
兼
務

で
重
責
を
担
う
、
１０
年
ぶ
り

と
な
る
生
え
抜
き
社
長
は

「
革
命
を
起
こ
す
覚
悟
で
臨

む
」
と
３
月
の
就
任
会
見
で

語
り
、
背
中
を
見
て
仕
事
を

学
ん
だ
三
枝
恒

夫
元
社
長
の
墓

前
に
「
３
年
以

内
に
結
果
を
」

と
誓
っ
た
。

ラ
イ
セ
ン
ス

ブ
ラ
ン
ド
中
心

か
ら
自
社
ブ
ラ

ン
ド
強
化
へ
路

線
転
換
。
最
大

の
ヒ
ッ
ト
商
品

「
快
歩
主
義
」

は
健
康
ブ
ー
ム

に
着
眼
し
、
歩

く
こ
と
を
科
学

つ
ま
ず

的
に
分
析
。
躓
き
に
く
く
、

水
に
浮
く
ほ
ど
の
軽
さ
で
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
研
究
開

発
部
長
時
代
に
手
が
け
た

「
ア
サ
ヒ
メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
ォ

ー
ク
」
に
は
、
ひ
ざ
の
ト
ラ

ブ
ル
を
予
防
し
、
筋
肉
を
強

化
す
る
世
界
初
の
機
能
が
つ

い
て
い
る
。
「
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
ひ
ざ
を
痛
め
る
方
も
多

い
の
で
す
」
。
大
学
や
医
療

機
関
と
「
産
・
学
・
医
」
の

連
携
を
と
り
、
「
靴
を
通
じ

て
日
本
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
。

入
社
３
年
目
で
東
南
ア
ジ

ア
の
販
売
網
開
拓
を
任
さ
れ

た
。
「
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
と
『
熱
意
』
と
『
執
念
』

で
年
間
２
０
０
日
、
商
品
見

本
を
も
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
台

湾
な
ど
を
１
人
で
回
り
ま
し

た
。
そ
の
経
験
と
自
信
が
、

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

入
社
式
で
「
初
心
を
忘
れ

ず
に
」
と
の
気
持
ち
を
込

め
、
新
入
社
員
に
乳
幼
児
用

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
と

『
何
の
た
め
に
働
く
の
か
』

（
北
尾
吉
孝
著
）
を
手
渡
し

た
。「
海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成

功
さ
せ
る
に
は
、
幅
広
い
知

識
が
な
け
れ
ば
対
等
に
渡
り

合
え
な
い
」
と
、
社
員
に
は

機
会
あ
る
ご
と
に
読
書
を
勧

め
、
自
身
も
休
日
に
は
１０
冊

の
本
を
並
べ
て
乱
読
す
る
。

「
行
動
が
あ
っ
て
こ
そ
初

め
て
知
識
は
生
き
る
。
ピ
ン

チ
の
と
き
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
『
ス
ピ
ー
ド
と
結

果
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
率
先
垂

範
で
勝
負
し
ま
す
」

第１７回大会開く

７氏が研究発表

第
２４
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

古
田
さ

ん

が
個
人
・

ベ
ス
グ
ロ
の
２
冠

団
体
は
野
球
部
が
２
連
覇

全国大学会計人会サミット 専修大学で開催

日
本
選
手
権
で
大
活
躍

－自社ブランド靴で革命を－

ライフセーバーの本多さんと中曽根さん

▲ 前列中央が中曽根さん ▲ 本多さん（左）

㈱
ア
サ
ヒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

さ
か

も
と

け
ん

じ

坂
本

健
児
さ
ん

（
昭
５６
商
）

▲ 昨年の様子

１２
月
６
日
（
土
）

１２
時
開
会

東
京
・
港
区「
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
」

会
費
は
１
万
円（
ご
家
族
・
同
伴
者
は
８
０
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
）。

緑緑 鳳鳳 学学 会会

第４５８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００８年（平成２０年）１１月１５日（１１）


